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特 
集

お
腹
の
健
康

診
断
に
つ
い
て

便
秘
の
定
義

便
秘
と
は

　便
秘
と
は
ど
ん
な
状
態
の
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
か
。

　昔
か
ら
快
適
な
日
々
を
送
る
た
め

の
健
康
人
の
基
本
的
条
件
と
し
て
、

快
食
、
快
眠
な
ら
び
に
快
便
の
三
原

則
が
必
須
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
近
年
の
食
物
繊
維
の

摂
取
量
の
減
少
、
ス
ト
レ
ス
社
会
の

到
来
、
運
動
量
の
減
少
な
ら
び
に
高

齢
化
等
に
伴
い
、
便
秘
を
訴
え
る
患

者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　慢
性
便
秘
症
は
、
病
態
に
沿
っ
た

適
切
な
治
療
が
必
要
で
す
が
、
慢
性

便
秘
症
患
者
の
多
く
は
市
販
薬
を
購

入
す
る
な
ど
し
て
、
医
療
機
関
を
受

診
し
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
は
4

割
に
満
た
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま

で
慢
性
便
秘
症
に
対
し
て
よ
く
処
方

さ
れ
て
き
た
薬
剤
の
組
み
合
わ
せ
と

し
て
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
含
む
塩
類

下
剤
と
セ
ン
ノ
な
ど
を
含
む
刺
激
性

下
剤
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
い
ず

れ
も
副
作
用
の
問
題
が
注
意
喚
起
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に

行
っ
て
い
た
治
療
法
を
考
え
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
突
入
し
て

き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　慢
性
便
秘
症
と
診
断
し
た
後
に
ま

ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と

し
て
、
二
次
性
便
秘
症
の
除
外
で
す
。

　大
腸
癌
や
腸
閉
塞
に
伴
っ
て
生
じ

る
器
質
的
疾
患
に
伴
う
便
秘
の
除
外

は
必
須
で
す
。
次
に
糖
尿
病
、
甲
状

腺
機
能
低
下
症
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

に
伴
っ
て
生
じ
る
症
候
性
便
秘
の
除

外
も
大
事
で
す
。
さ
ら
に
除
外
の
必

要
な
二
次
性
便
秘
と
し
て
特
に
高
齢

者
医
療
に
お
い
て
し
ば
し
ば
問
題
と

な
る
の
が
、
薬
剤
に
伴
っ
て
生
じ
る

便
秘
症
で
す
。
特
に
高
齢
者
の
便
秘

症
状
は
老
年
症
候
群
の
1
つ
と
し
て

み
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
薬
剤
性
便

秘
の
可
能
性
を
念
頭
に
置
か
な
い
場

合
に
は
見
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　一
般
的
に
、
慢
性
便
秘
症
は
症
状

か
ら
排
便
回
数
減
少
型
・
排
便
困
難

型
に
分
け
て
考
え
る
と
整
理
し
や
す

く
、
そ
れ
に
対
応
し
た
病
態
と
し
て

「
大
腸
通
過
正
常
型
」・「
大
腸
通
過

遅
延
型
」・「
便
排
出
障
害
」
と
大
き

く
分
け
ら
れ
ま
す
。

　理
想
的
に
は
こ
の
病
態
分
類
を
念

頭
に
置
い
て
診
断
・
治
療
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
現
状
で
は

大
腸
通
過
時
間
検
査
や
排
便
造
影
検

査
等
が
行
え
る
の
は
ご
く
一
部
の
専

門
施
設
で
あ
り
診
断
を
つ
け
る
こ
と

が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。 

寄
稿

 

東
條 

峰
之 

医
師

　便
秘
と
は
、
2
0
1
7
年
に
改
訂

さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
「
本

来
体
外
に
排
出
す
べ
き
糞
便
を
十
分

量
か
つ
快
適
に
排
出
で
き
な
い
状

態
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。 

　「排
便
回
数
や
排
便
量
が
少
な
い

た
め
に
糞
便
が
大
腸
内
に
滞
っ
た
状

態
」
ま
た
は
「
直
腸
内
に
あ
る
糞
便

を
快
適
に
排
出
で
き
な
い
状
態
」
を

示
す
状
態
の
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
排
便
回
数
が
少
な
い

か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
「
便
秘
」

と
は
か
ぎ
ら
ず
、
排
便
困
難
感
や
残

便
感
を
訴
え
る
か
ら
と
言
っ
て
必
ず

し
も
「
便
秘
症
」
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

外
科
医
長

慢性便秘症を来たす基礎疾患
内分泌・代謝疾患

神経疾患

膠原病

変性疾患

精神疾患

大腸の器質的異常

糖尿病（自律神経障害を伴うもの）、甲状腺機能低下症、慢性腎不全（尿毒症）

全身性硬化症（強皮症）、皮膚筋炎

アミロイドーシス

うつ病、心気症

裂肛、痔核、炎症性腸疾患、直腸脱、直腸瘤、骨盤臓器脱、大腸腫瘍による閉塞

脳血管疾患、多発性硬化症、Parkinson 病、Hirschsprung 病、
脊髄損傷（あるいは脊髄病変）、二分脊椎、精神発達遅滞

慢性便秘（症）の分類 引用：慢性便秘症診療ガイドライン2017 引用：慢性便秘症診療ガイドライン2017

原因分類

機能性

特発性
症候性：代謝・内分泌疾患、神経、筋疾患、膠原病、
　　　　便秘型過敏性腸症候群など
薬剤性：向精神薬、抗コリン薬、オピオイド系薬など
経口摂取不足（食物繊維摂取不足を含む）
大腸通過時間検査での偽陰性など

硬便による排便困難・残便感（便秘型過敏性腸症候群など）

骨盤底筋協調運動障害・腹圧（怒責力）低下・直腸感覚低下
直腸収縮力低下など

大腸通過遅延型

大腸通過正常型

機能性便排出障害

症状分類

排便回数
減少型

排便
困難型

大腸通過時間検査
など

大腸通過時間検査、
排便造影検査など

排便造影検査など

分類・診断のため
の検査方法

専門的検査に
よる病態分類 原因となる病態・疾患

大腸通過正常型 大腸通過遅延型 便排出障害

糞便を輸送する能力が低下し、
排便回数や排便量が減少

糞便を輸送する能力は正常だが
排便回数や排便量が減少

機能的な病態によって糞便を
十分量かつ快適に排出できない

と
う
じ
ょ
う
　
　
　み
ね
ゆ
き



鼻が隠れている2022年10月より消化器内科で勤務させていただくこ

ととなりました篠原裕和と申します。茨城県土浦市出

身で2014年に医師免許取得し戸田中央総合病院にて

初期研修終了後は2016年に東京医科大学病院消化器

内科学講座に所属しております。この度は縁あって会

田病院にて勤務させていただく機会をいただきまし

た。外来や内視鏡検査を中心に消化器疾患の診療をさ

せていただきます。地域の皆様の健康増進に寄与でき

るよう努めて参ります。健康上の不安があるようでし

たらご相談していただければ幸いです。どうぞよろし

くお願いします。

ピンクリボン運動は、乳がんで亡くなられた患者さん

の家族が、「このような悲劇が繰り返されないように」

と願いを込めてリボンを作ったことから始まった乳が

ん啓発運動です。

1980年代のアメリカで始まり、日本では2000年に入っ

てから一般的に認知されるようになりました。

現在、日本人女性の乳がん罹患率は年々増加しており、

９人に1人が乳がんになる時代です。

乳がんは早期に発見すれば治るがん（早期の10年相対

生存率98％）であるため、自己触診や検診を受けるこ

とがとても大切です。

乳がんの早期発見と早期治療につながる乳がん検診を

受診しましょう。

医 師　　 紹 介

新任

5

しのはら ひろかず

消化器内科 医師

10月は「ピンクリボン月間」です

 篠 原 裕 和

　便
秘
の
診
断
は
、
現
状
の
生
活
習
慣
や

便
の
性
状
を
把
握
し
た
り
な
ど
時
間
が
か

か
り
、
ま
た
治
療
も
す
ぐ
に
よ
く
な
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
慢
性
便
秘
症
と

し
て
お
困
り
の
方
は
ぜ
ひ
当
院
に
ご
相
談

い
た
だ
き
、
ゆ
っ
く
り
一
緒
に
治
療
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
便
秘
と
思
っ

て
い
て
も
他
の
病
気
が
見
つ
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。様
子
を
み
る
だ
け
で
は
な
く
、

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　慢
性
便
秘
症
の
治
療
に
は
保
存
的

治
療
と
外
科
的
治
療
が
あ
り
ま
す
。

保
存
的
治
療
で
は
、
食
習
慣
を
含
む

生
活
習
慣
の
改
善
が
行
わ
れ
、
奏
効

し
な
い
場
合
に
薬
物
治
療
や
状
況
に

よ
っ
て
は
摘
便
等
の
理
学
的
治
療
を

検
討
し
ま
す
。

　現
在
、
薬
物
療
法
に
は
数
種
類
の

異
な
っ
た
作
用
機
序
の
薬
剤
が
用
い

ら
れ
ま
す
。
保
存
的
治
療
で
は
病
状

の
改
善
を
認
め
ず
、
便
秘
の
病
態
評

価
に
よ
り
適
応
が
あ
る
場
合
に
は
、

外
科
的
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
外
科
的
治
療

を
行
う
に
し
て
も
病
態
評
価
が
重
要

で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
十
分
な

病
態
評
価
が
行
え
る
施
設
は
限
ら
れ

て
い
る
の
で
現
状
で
外
科
的
処
置
が

行
え
る
病
院
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

4

硬便で
排便困難

軟便でも排便困難
＝便排出障害

排便回数減少型
排便回数減少（週 3回未満）、硬便（BSFS でタイプ 1-2）

排便困難型
排便困難、残便感

（大腸狭窄などの疑い）
大腸内視鏡検査
注腸造影検査

食物繊維摂取量
不足（18g/日未満）

繊維摂取量適正化（18～20g/日）
ポリカルボフィルカルシウム
カルメロースナトリウム

食物繊維摂取量
正常（18g/日以上）

問診・診察

便秘症治療薬

第1選択：酸化マグネシウム、ビーマス®、小児ではモビコール®

・大腸通過時間検査
・排便造影検査
・バイオフィードバック
　療法手術

第2選択：アミティーザ®、リンゼス®、グーフィス®、
　　　　　モビコール®、ラグノス®NFゼリー

効果
不十分

効果不十分
レスキュー頻回使用

慢性便秘症の初期診療アルゴリズム

第 3選択：リンゼス®を食後内服に変更（適用外使用）
〈 適量化までのレスキューとして 〉

刺激性下剤によるレスキューの追加BSFS：Bristol Stool Form Scale

〈 効果不十分 〉

・腹痛優位の便秘症ではリンゼス®を優先
・若年女性では、アミティーザ®を避ける
・腎機能低下、高齢者、高Mg血症では、酸化マグネシウムを避ける

選択方法

専門施設へ紹介

治
療
に
つ
い
て

月曜日：午後（毎週）
火曜日：午前・午後（毎週）
金曜日：午前（第２週）・午後（毎週）

診察日

 

東
條 

峰
之

外
科
医
長

と
う
じ
ょ
う
　
　み
ね
ゆ
き

引用：慢性便秘症の診断と治療
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NEWS（お知らせ） × INFO（情報） × EVENT（行事）

・医師や看護師のほかにも、様々な分野の人たちが協力して病院は成り立っていることを知りました。
・将来の夢への考えが広がった気がします。

参加者の感想

9 月 14、15 日の午後、2 日間にわたり行われた内
容をご紹介します。

矢吹中学校 職場体験学習

６病棟夏祭り
8 月 23 日に夏祭りを開催しまし
た。金魚・スーパーボールすくい、
輪投げを行い、かき氷を食べまし
た。みなさん目を輝かせながら、
昔を思い出し終始笑顔で楽しんで
いました。

ご寄附のお願い
当法人の活動に対しご理解とご賛同をいただき、ご支援を賜りたく存じます。寄附金には、税法上
の優遇措置が適用されます。詳しくは、ホームページをご覧ください。
［ホームページ］ http://aida-hp.or.jp/aboutus/donation/

『医療安全推進週間』をご存じですか
厚生労働省では、2001年から「患者の安全を守るための医療関係者の共同行動ペイシェント・セーフティ・アクショ
ン（PSA）」と命名し、総合的な医療安全対策を推進しています。その取組の一環として、11 月 25 日（いい医療
に向かってＧＯ）を含む１週間を「医療安全推進週間」と定めています。
当院では、この医療安全推進週間に向けて各部署から医療安全に関する標語を募集し、意識向上に取り組んでい
ます。
昨年度の応募総数 96件の中から医療安全標語大賞に輝いた標語をご紹介します。

患者様の安心・安全が守られ、よい医療安全推進週間となるよう、今年もたくさんの標語が応募されることを願
います。

あ：慌てるな！！　い：忙しい時こそ　だ：ダブルチェック 外来（各科）

臨床工学技士さんのお仕事  本物の機械に触れる貴重な体験

本物の自動血圧計を用いて実際に計測

ＡＥＤ体験  心臓マッサージってすごく疲れる…

ストレッチャー体験  看護師さんは優しく声掛けをするんですね

正しい手洗い体験  汚れが残っていると光るライトで観察

会田院長先生も参加



【1日3分】 肩こり軽減

作業療法士

①両手の指先が肩に触れるよう
　に肘を曲げる。
②肘で大きな円を描くように動
　かしていく。
なるべく大きく動かすことを意識
しながら、回数を決めずに、少し
きつくなってきたと感じるまで、
やってみましょう。

肩甲骨の運動
①足を肩幅くらいに広げ、両手で
　後頭部を押さえる。
②首を前に傾け、15～30秒首の
　筋肉を伸ばす。
力を入れて傾けるのではなく、頭
の重さで傾けるようにしましょう。
身体が前に倒れないように意識し
てください。

首の筋肉のストレッチ

一般的に肩こりと言われているものでも、首、肩、背中にかけての広い範囲で筋肉が硬くなっ

て重く感じたり、痛んだりと様 な々症状が出てしまいます。肩こりの原因の多くはもともとの体

型や姿勢によって筋肉が緊張し、血行が悪くなることで発生します。最近では、パソコンやスマー

トフォンを操作する際の姿勢で首への負担が大きいです。このストレッチで血流の改善を行い、

秋季のうちに予防としての運動習慣をつけておきましょう。

1日5分、身体喜ぶ贅沢タイム

8

写真は1日あたり1800kcal 献立内容となっております。

コロナ禍において、病棟でのイベントが実施しにくい中、患者様一人一人が楽しめるよう
8月の行事食として、「夏祭りメニュー」を提供しました。
焼きそばやホットスナック等の屋台風の献立を取り入れ､夏祭りのような楽しい雰囲気を少し
でも味わって頂けるよう工夫しました。
患者様からは、「今日はお祭りみたいなメニューだと思ったよ｡楽しいね！」や「チョコムー
スが甘くて美味しいね､甘い物好きだから嬉しいよ。」といった感想を頂きました。

・
焼
き
そ
ば

・
ホ
ッ
ト
ス
ナ
ッ
ク

・
カ
ク
テ
ル
サ
ラ
ダ
ゼ
リ
ー

・
チ
ョ
コ
ム
ー
ス

お 品 書 き

3病棟では季節を感じてもらえる
ような掲示板にしています。
10月は、ハロウィンです。

AIDA no HITO

スタッフ募集中
共に働くスタッフを募集しています。地域に根ざし、
愛され、心が通う病院づくりに積極的に取り組み、
地域社会に貢献したいと思っています。募集内容は
当院ホームページをご覧ください。
［お問い合わせ］人事・経理課
［電話］0248-42-2121
［メールアドレス］ ahp@aida-hp.or.jp
［ホームページ］
http://aida-hp.or.jp/recruit/

　
看
護
部
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す

か
？
看
護
職
の
倫
理
綱
領
に
は
「
自
己

の
能
力
の
開
発
・
維
持
・
向
上
の
み
な

ら
ず
、
質
の
高
い
看
護
の
提
供
を
保
証

す
る
た
め
に
、
後
進
の
育
成
に
努
め
る

こ
と
も
看
護
職
の
責
務
で
あ
る
」
と
あ

り
ま
す
。
私
は
教
育
委
員
会
を
担
当
し

て
お
り
、
新
人
看
護
師
か
ら
現
任
の
看

護
師
の
教
育
、
そ
の
他
に
も
高
校
生
１

日
看
護
体
験
、
小
・
中
学
校
職
場
体
験

な
ど
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
体
験

学
習
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
内
容
を
縮

小
し
学
生
が
病
棟
に
入
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
体

験
学
習
に
参
加
す
る
姿
は
何
回
見
て
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。「
看
護
師

に
な
ろ
う
と
思
っ
た
理
由
」
や
、「
や
り

が
い
」
な
ど
学
生
か
ら
の
質
問
に
答
え

る
こ
と
で
、
自
分
の
看
護
観
で
も
あ
る

「
近
い
存
在
だ
か
ら
こ
そ
寄
り
添
え
る
看

護
を
提
供
し
た
い
」
と
い
う
思
い
に
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
学
生

が
看
護
職
な
ど
の
医
療
職
に
魅
力
を
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
体
験
学
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
、
自
分
自
身

の
看
護
に
つ
い
て
考
え
、
原
点
に
戻
る

こ
と
で
成
長
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
患
者
さ
ん

に
よ
り
良
い
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う

共
に
学
び
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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看
護
師
と
し
て

学
び
続
け
る
た
め
に

看
護
師
　
阿
部
　
美
香

３
病
棟
　
師
長
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特集
言語聴覚士

　特
集
第
3
回
目
の
テ
ー
マ
は

「
失
語
症
」「
高
次
脳
機
能
障
害
」

に
つ
い
て
で
す
。
ど
ち
ら
も
脳
梗

塞
や
脳
出
血
と
い
っ
た
脳
血
管
障

害
や
交
通
事
故
に
よ
る
脳
外
傷
が

原
因
と
な
り
症
状
が
現
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
損
傷
部
位
や
大
き
さ
に

よ
っ
て
様
々
な
症
状
の
出
方
を
す

る
の
も
一
つ
の
特
徴
と
言
え
ま

す
。
今
回
は
「
失
語
症
」「
高
次

脳
機
能
障
害
」
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　失
語
症
は
脳
の
損
傷
が
原
因
で

「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書
く
」と

い
っ
た
機
能
が
障
害
さ
れ
、
言
葉
を

う
ま
く
使
え
な
く
な
っ
た
状
態
で

す
。例
え
ば
、も
し
言
葉
の
わ
か
ら
な

い
外
国
へ
行
っ
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
。言
葉
を
聞
く
・
話
す
、文
字
を

読
む
・
書
く
と
い
っ
た
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。言
葉
が
わ
か
ら
な

け
れ
ば
、今
朝
、食
べ
た
物
を
聞
か
れ

て
も
答
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
絵
、写
真

な
ど
を
使
う
こ
と
で
、
相
手
の
言
う

こ
と
が
分
か
り
、
言
い
た
い
こ
と
を

伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。言

葉
を
う
ま
く
使
え
な
い
こ
と
で
、
記

憶
障
害
や
認
知
症
と
誤
解
さ
れ
や

す
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
覚
え
て

い
る
け
れ
ど
頭
の
引
き
出
し
か
ら

言
葉
を
う
ま
く
探
し
出
せ
な
い
な

ど
、
あ
く
ま
で
も
言
葉
の
使
用
が
難

し
く
な
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

失
語
症

　脳
が
損
傷
す
る
こ
と
で
記
憶
、

集
中
力
（
注
意
）、
物
事
を
段
取
り

良
く
進
め
る
力
（
遂
行
機
能
）、
意

欲
や
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

力（
社
会
的
行
動
）な
ど
に
障
害
が

生
じ
、
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た

し
ま
す
。

　高
次
脳
機
能
障
害
は
外
見
か
ら

は
わ
か
り
に
く
く
、
生
活
や
社
会

に
戻
っ
て
初
め
て
問
題
が
顕
在
化

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、「
見
え

な
い
障
害
、
隠
れ
た
障
害
」な
ど
と

も
言
わ
れ
ま
す
。

　周
囲
の
人
が
気
付
き
に
く
い
だ

け
で
な
く
、本
人
自
身
、症
状
に
気

付
く
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
る

た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
を
通
し
て
症
状

の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

高
次
脳
機
能
障
害

　今
回
は
、
失
語
症
と
高
次
脳
機

能
障
害
の
症
状
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
が

重
な
っ
て
現
れ
る
な
ど
生
活
に
与

え
る
影
響
は
人
に
よ
っ
て
様
々
で

す
。そ
の
た
め
、
現
在
ど
の
よ
う

な
症
状
が
出
て
い
る
か
を
把
握
し

た
上
で
適
切
な
対
応
を
と
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。本
人
だ
け

で
は
な
く
、
ご
家
族
が
対
応
に
苦

慮
す
る
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　当
院
は
高
次
脳
機
能
障
害
の
相

談
窓
口
の
県
南
地
区
の
支
援
拠
点

と
し
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
個
別
相
談
や
2
カ
月

に
1
度
、
サ
ロ
ン
の
開
催
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。何
か
あ

れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会田病院 医療相談室
☎0248-42-2370

読
む

文
字
を
読
め
な
い

文
章
の
意
味
を
理
解
で
き
な
い

話
す

言
葉
が
う
ま
く
出
て
こ
な
い

言
い
間
違
え
る

記
憶

注
意

物
の
置
き
場
所
を
忘
れ
る

新
し
い
出
来
事
を
覚
え
ら
れ
な
い

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
質
問
す
る

社
会
的
行
動

遂
行
機
能

計
画
を
立
て
て
実
行
が
で
き
な
い

約
束
の
時
間
に
間
に
合
わ
な
い

指
示
が
な
い
と
何
も
で
き
な
い

興
奮
す
る
、
暴
力
を
振
る
う

思
う
様
に
い
か
な
い
と
大
声
を
出
す

自
己
中
心
的
に
な
る

ぼ
ん
や
り
し
て
い
て
ミ
ス
が
多
い

２
つ
同
時
に
行
う
と
混
乱
す
る

作
業
を
集
中
し
て
続
け
ら
れ
な
い

相談窓口

聞
く

相
手
の
話
を
理
解
で
き
な
い

書
く

文
字
が
書
け
な
い
、
書
き
誤
る

ん
ー

あ
の
字
、

ど
う
書
く
ん
だ
っ
け…

え
ー
と…

あ…



〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町216番地
TEL 0248-42-3592  FAX 0248-42-2226

健診センター併設

併設

併設

併設

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町260番地
TEL 0248-42-2260  FAX 0248-42-2135

会田通所リハビリテーション

併設

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町198番地
TEL 0248-42-5407（FAX兼）

会田病院指定居宅療養管理指導事業所

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町198番地
TEL 0248-42-3755  FAX 0248-42-3781

すみれ介護相談センター

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町198番地
TEL 0248-44-2566（FAX兼）

すみれ訪問看護ステーション

〒969―0213 福島県西白河郡矢吹町本町216番地

0248-42-2121
0248-42-2348FAX aida-hp.or.jpWEB

理事長    会　田　征　彦

●！  ご予約は送迎前日の午後4時30分までにお願いします。
●！  乗車時間はご指定いただけません。

外来診療担当について
外来診療担当は、当院のホームページにてご確認
いただくか、院内で配布している「外来診療担当

のご案内」をご覧ください。

［ホームページ］
http://aida-hp.or.jp/attending/

ご意見ご感想を募集中です
「あゆり」に関するご意見、ご感想を募集しておりま
す。特集してほしい内容や改善ポイントなど内容
は問いません。 宛先は下記の通りです。

［宛先］ 福島県西白河郡矢吹町本町216番地
　　　 公益財団法人会田病院 広報編集委員会
［メールアドレス］ ahp@aida-hp.or.jp

［発　行］
公益財団法人会田病院

［編　集］
広報編集委員会

［発行日］
2022年10月15日

会田病 院の理 念

かけがえのない、ひとり一人の命と

健康を守るために、最良の医療を提供し、

保健・医療・介護・福祉の充実をはかり、

地域社会に貢献します。

会田病院では、ご自宅と病院を無料でつなぐ送迎バスを運行
しています。 ご予約は下記までお気軽にお電話ください。

ご予約時間 月～金 13：00～16：30 ｜ 土 9：00～12：00

0248-42-2121ご予約はコチラ

無料送迎バスのご案内

アクセスと駐車場のご案内

第１駐車場 第２駐車場

外来患者
駐車場ク

ォ
ー
ル
薬
局 

● 外来棟

病 棟

第３駐車場

至 

郡
山

旧
国
道

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
棟

● 

プ
リ
モ
ピ
ア
ッ
ト

至 

郡
山

旧
国
道

東
北
本
線

至 

矢
吹
IC

4

プリモ
ピアット

須賀菓子店
矢
吹
駅

4

第１
駐車場

介護保険事務所

● アイランド薬局

至矢吹駅

幸楽苑


